
 

（第２号様式）   
令和８年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川工業高等学校（定時制）   

  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・中間報告・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

11月 24日実施） 

総合評価（３月 16日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・工業の専門性
の 向 上 を 図
り、実際的・
体験的学習に
重点を置くと
ともに、産業
界の求める人
材を育成する
ため、知識・
技術の習得の
みならず、主
体的に学ぶ意
欲の向上を図
り、学校全体
でカリキュラ
ム・マネジメ
ントに取り組
む。 

①生徒が主体的
に学習に取り
組めるよう、
学習の内容や
授業の展開を
工夫する。 

②基礎学力の定
着に加えて、
専門的、実践
的な問題解決
能力の育成を
目指す。 

③情報端末を積
極的に活用し
て、地域社会
と連携し、デ
ジタル社会の
実現に向けた
人材の育成を
図る。 

①ＴＴによる全体
への指導と個別
指導を組合せ、
きめ細かい授業
を展開し、わか
ったことを自ら
学ぶ姿勢へとつ
なげられるよう
にする。 

②生徒自らが課題
を解決するため
に 必 要 な 思 考
力・判断力・表
現力等の育成が
図れるような授
業計画の策定や
研修を行う。 

③できるだけ多く
の機会で情報端
末の活用を進め
られるよう、組
織的に積極的な
活用の取組を進
めていく。 

①生徒自身が主体的
に学習に取り組む
姿 勢 が 見 ら れ た
か。授業への積極
的に参加する姿勢
が見られたか。 

②学習環境の整備を
進めるとともに、
生徒自らが課題に
取り組むことので
きる教育課程であ
るか、研修・研究
授業等の実践がで
きたか。 

③授業実践のための
技術や情報を共有
することができた
か。研究授業等に
おいて組織的に授
業改善を進めるこ
とができたか。 

①ＴＴによる指

導によって、

授業の内容を

理解しようと

する姿勢が見

られるように

なった。 

②課題解決のた

めの思考力や

判断力につい

ては、少しず

つ育成されて

きている。 

③ＩＣＴの授業

への活用だけ

でなく、ＡＩ

などの活用に

ついても、組

織的な取組み

が進みつつあ

る。 

①授業への取両方組

みは概ね良好である

が、まだ積極的に関

わるまでに至ってい

ないので、授業改善

と併せて、生徒のさ

らなる授業への取り

組みの改善へつなげ

ていく。 

②表現力の育成とい

う点で、まだまだ苦

手な生徒が多いの

で、個に応じた活動

の場を設定して、育

んでいく。 

③さまざまな情報端

末の活用事例の情報

共有を進めている

が、それを授業にど

のように結び付けて

いくかが、今後の課

題であると考えられ

る。 

生徒さんたちが活き活
きと活動されている様
子、展示等からは学年が
上がるごとに成長・向上
されている様子に触れる
ことができました。御校
の積極的な取組に敬意を
表しますとともに今後さ
らなる発展を期待してお
ります。 
新規（理数科目 2科目の

新設など）および従来の
取り組みを精力的に行っ
ていることが見て取れま
す。 
企業の連携等による魅

力的な取組等を拝見し、
活気あふれる御校の様子
に触れることができまし
た。御校の積極的な取組
に敬意を表しますととも
に今後さらなる発展を期
待しております。 
 

①ＴＴによる授業を展開する
ことで、基礎学力が十分で
ない生徒や、集中が続かな
い生徒への対応が、個に応
じて効果的に行えるように
なった。 

②工業の課題研究など、発表
の機会を設け、授業の振り
返りや発表資料の作成など
を通じて、課題解決のため
の思考力や判断力、表現力
などを育成することができ
た。 

③教員がＩＣＴ機器を用いた
授業を展開し、生徒の理解
を促す工夫を行うことがで
きた。また、ＡＩの活用に
ついても、教員どうしによ
る情報の共有などが進み、
授業への活用が期待でき
る。 

①ＴＴによりきめ細かい対応
を行っていても、授業の内
容がわからないことで、取
り組むことをやめてしまう
生徒が少なからずいる。特
に、積み重ねが必要な教科
科目ほど、その傾向がみら
れる。また、令和８年度か
らは、外国につながりのあ
る生徒の入学も予定され、
内容そのものをどのように
伝えていくかが課題とな
る。 

②課題研究だけでなく、さま
ざまな授業、学校生活の場
面で、課題解決能力や、思
考力、表現力の育成が望ま
れるので、学校全体の取組
として進めて行きたい。 

③教員側のＩＣＴ活用だけで
なく、生徒側の１人１台端
末についても、さらなる積
極的な活用を進めて行く。 

２ 

(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 
 
 
 
 
 

・豊かな人間性
の育成を図る
ために、学校
生活の基礎を
作るための生
徒支援・教育
相談の充実と
ともに、個に
応じた生徒支
援と相談体制
の一層の充実
により生徒理
解に努め、生
徒が安心して
学べる学校づ
く り を 進 め
る。 

・生徒が中心と
なって、活動
する学校行事
を通して、社
会に主体的に
関わろうとす
る意欲を高め
る。 

①生徒の問題の
未然防止、早
期発見、早期
対応に努め、
生徒が安心し
て学びつづけ
ることができ
よう、個に応
じた支援をす
すめる。 

 
②生徒が中心と
なって学校行
事を企画・運
営するための
仕組みづくり
を、生徒とと
もにすすめ
る。 

①かながわ子ども
サポートドック
実施及び、スク
ールカウンセラ
ー・スクールソ
ーシャルワーカ
ー等による教育
相談実施により
得た情報を関係
者で共有し、生
徒個々の支援、
問 題 の 未 然 防
止、早期発見・
対応につなげる 

②生徒が学校行の
企画・運営へ積
極的に参加する
よう働きかける
とともに、実施
を通じて得た知
見を言語化し、
次の行事企画・
運営の仕組みに
生かす。 

①教育相談や関係機
関等との連携で得
た情報を共有する
ことで問題の未然
防止、早期発見・
対応につなげるこ
とができたか。 

 
②生徒が中心となっ
て行事を企画・運
営するとともに、
行事の企画運営の
仕組みづくりに生
かせるような知見
を得ることができ
たか。 

①組織的な生徒

指導・支援に

速やかにつな

げ ら れ る よ

う、情報共有

の方法を改善

し、生徒個々

の支援に取組

んだ。 

②文化祭・前夜

祭では企画段

階 か ら 委 員

会、ＨＲと連

携して準備を

進めることが

でき、体育祭

では委員会を

軸に生徒が主

体となって企

画運営するこ

とができた。 

①情報のキャッチか

ら組織的対応へつ

なげるための体制

をより充実させる

とともに、未然防

止の観点での取組

みを検討、発展さ

せる必要がある。 

 

②引き続き生徒が主

体となる行事にす

るための仕組みづ

くりを行う。 

個に応じた支援及び問
題の未然防止・早期発見
に向けて，SC や専門機関
と連携した教育相談体制
の充実に向かいけて，大
切な取り組みをされてい
ると拝察しております。 

①生徒の日々の様子をすべての教

員で見守るとともに、担任、学

年団、教育相談コーディネータ

ー、生活支援担当部署、スクー

ルカウンセラー、スクールソー

シャルワーカー等が定期的に情

報共有し、連携して支援をすす

めることができた。 

また、産婦人科医師や助産師

を講師として招いた「ライフス

キル講座」を全学年生徒対象に

開催し、多くの生徒にとって、

健康や生命に関わる深刻な問題

を未然に防ぐ方策を学び、意識

を向上させる機会になる等、未

然防止の取組みを発展させるこ

とができた。 

②学校行事では生徒が主体となり

企画、運営をすすめた結果、生

徒発案の体育祭新種目や文化祭

新企画が多く実現した。また、

行事だけでなく定期的に行う地

域清掃、全日制生徒との対話・

協働等も生徒が中心となって運

営をすすめることができた。 

 

①生徒が安心して学べる学校
づくりに資する取組みを引
き続きすすめるとともに、
生徒の多様な背景に目を向
けた上で生徒個々に寄り添
った支援を展開するため
に、より望ましい体制づく
りについて、さらに検討を
重ねて実行していく必要が
ある。 

  健康や生命に関わる問題
を未然に防止するための取
組みの充実について引き続
き検討を重ねていく。 

 
 
 
②生徒主体の企画、運営のあ
り方が生徒の入れ替わりに
よってリセットされること
がないよう、ノウハウを定
着、継承させるための効果
的な仕組みづくりについて
生徒と教員とで対話、検討
していく必要がある。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

11月 24日実施） 

総合評価（３月 16日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・多様な生き方
に対応した情
報収集や情報
提供を行い、
働くことを理
解できるよう
入学から卒業
までの体系化
したキャリア
教育を確実に
実践し、社会
を構成する一
員としての自
覚を育む進路
指導・支援に
取り組む。 

 
 

①キャリア教育
実践プログラ
ムを基に、進
路ガイダンス
やＬＨＲを活
用した体系的
な 計 画 を 立
て、生徒一人
ひとりの進路
を実現する。 

②生徒の就職に
対 す る 考 え
方、職種や業
種研究、社会
人としてのマ
ナーを学ぶ機
会を設け人材
育成を図る。 

①昨年度に引き続
きキャリア教育
実践プログラム
を共有するため
に様々な場面で
発信していく。 

①昨年に引き続
き、年間を通し
て合同企業説明
会への参加、進
路ガイダンスを
実施し、自らの
進路に対する関
心を高める。 

②インターンシッ
プを実施し 
生徒のキャリア
教育の充実を図
る。 

①キャリア教育実践
プログラムの情報
発信ができたか。 

①合同企業説明会の
参加と、進路ガイ
ダンスを通じて自
分 の 進 路 に つ い
て、具体的なイメ
ージを持つことが
できたか。 

②インターンシップ
を 実 施 す る こ と
で、生徒の就職に
対する意識や心構
え を 改 善 で き た
か。 

 
 
 

①学校ＨＰ掲載

や校内掲示板

への貼り出し

で内外への発

信が多言語で

も行えた。 

①６月に合同企

業説明会に学

校全体で参加

し、生徒の進

路 へ の 考 え

方、ＬＨＲの

位置づけを確

立することが

できた。 

②インターンシ

ッ プ を 実 施

し、体験した

生徒は自身の

キャリア育成

を図ることが

できた。 

①情報発信はできて

いるが、来年多国

籍の生徒が入学し

てくることが予想

さるため。有効な

方法を模索する。 

①６月の合同企業説

明会参加は、２回

目の参加であった

が、参加企業が少

なかったため来年

度はコンソーシア

ムを活用した説明

会を実施する。 

②毎年インターンシ

ップを実施するに

あたり、来年度は

コンソーシアムを

活用した学校や企

業との連絡体制の

見直しを行う。 

生徒に対し、将来の仕事
や就職を見据えたプログ
ラムを積極的に提供され
ている点が素晴らしいと
思います。 
 
とても生徒に寄り添い 進
路指導に向けて取り組ん
でいると思われます。 

①キャリア教育実践プログラ
ムをより内外に浸透させる
ために、新入生オリエンテ
ーションや学校説明会で情
報を発信した。 

①進路ガイダンスは卒業生講
話を実施した。卒業後の生
活や社会人と学生との違い
などの話を聞き、生徒が将
来設計を考える機会を作る
ことができた。 
また、合同企業説明会など
を通して、生徒が折に触れ
て進路を意識するよう促し
た。ＬＨＲの体系化に向け
た土台作りができたと考え
る。 

②インターンシップを実施
し、参加した生徒は就職活
動に向けての意欲を高める
ことができた。参加生徒を
増やすこと、生徒の動機づ
けが今後の課題である。 

①今後もキャリア教育実践プ
ログラムの情報をさまざま
な場面で発信していく。 

①進路ガイダンスは、今年度
より綾瀬市とコンソーシア
ムを締結したため、次年度
６月に学校でインターンシ
ップを実施してくれる企業
に来校してもらい、より他
の進路のイベントとの関係
性を深めた運営を実施す
る。 

②インターンシップを実施す
るにあたり、次年度から
は、綾瀬市とのコンソーシ
アムを活用し、生徒が参加
しやすい環境を整えたあた
らしい形態に変更する。ま
た、１年次より職業体験に
触れることで、数多くの職
業の中から、将来の選択肢
の幅を広げる機会を作る。 

４ 地域等との協働 

・地域・企業と
の連携・協働
を通して教育
活動を活性化
させ、地域に
開かれた信頼
される学校づ
くりを推進す
る。 

①地域に根ざし
た学校づくり
を目標に、貢
献活動や地域
との連携・協
働 を し て い
く。 

②学校ＰＲのた
め、定時制 HP
の更新に努め
中学生やその
保護者への学
校情報の発信
に努める。 

①地域行事への参
加等貢献する意
識を啓発する。
企業との積極的
なかかわりを持
つ。  

②本校ＨＰを活用
して学校のＰＲ
や情報を発信す
る。 

①全校生徒が、地域
貢献活動に参加で
きたか。 

②ＨＰ更新回数が増
えたか。学校説明
会において本校の
教育内容が理解さ
れたか。 

①地域清掃活動

を 10 月 25 日

に実施した。 

②4 月よりＨＰ

の更新を増や

し最新の情報

を多言語でも

掲 載 し て い

る。学校見学

会を３回に増

やし、通訳派

遣など学校説

明の国際的な

理 解 を 深 め

た。 

①全校一斉にはでき

ないため、学年ご

とに 2 学期に計画

し実施する。 

①学校説明会の申し

込み数は外国籍の

生徒がかなり多く

なった。通訳など

国際的な説明会に

向けた取組方法を

検討する。 

 

 

貴校とのコンソーシアム
の取り組みは、専門学校
や企業側にとても、大変
前向きな刺激となってお
ります。我々の地元・神
奈川県の更なる活性化に
向け、今後も密に連携
し、本活動を力強く推進
して行きたく、引き続き
宜しくお願い致します。 
各専攻でコンソーシアム
を締結し、生徒たちの社
会を知り自らのキャリア
を意識させる取り組みは
とても評価できる。 

①地域清掃を美化委員会で１
回、学年別に１回で計５回
２学期に実施した。 

 今後も地域に根ざした学校
づくりを行う。 

②頻繁にホームページの更新
を行い、学校の広報をアピ
ールした。また、デジタル
サイネージを用いて、来年
度に向けて多言語での情報
発信も実施した。 

 

①２学期の地域清掃活動は継
続して行っていく。 

②普通科が設置されること
で、外国につながりのある
生徒が多く入学してくるこ
とが予定されるため、多言
語での対応が必須となり、
学校見学会・説明会をはじ
め、ホームページやデジタ
ルサイネージで多文化にも
対応した広報活動や地域連
携も考察していく必要があ
る。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

・不祥事防止の
徹底に取り組
むとともに、
防災意識を高
め学校防災力
の 向 上 を 図
る。 

・組織的な学校
運営と校務の
効 率 化 を 図
る。 

 
 
 
 
 
 

①信頼される学
校づくりを目
指ざし不祥事
事故の防止に
取り組む。 

②災害時の防災
安全意識と対
応力を身に付
ける。 

③職場環境や業
務内容を見直
し、働き方改
革 に 取 り 組
む。 

①毎月不祥事防止
研修会を職員会
議前に行う。 

①適正な私費会計
処理に努め、事
故防止の意識を
もって業務を行
う。  

②防災訓練、役割
担当を災害時の
対応能力を身に
付ける  

③Teams の活用と
見える化をさら
にすすめ、会議
時間の削減やペ
ーパーレス化を
目指すとともに
業務の効率化に
つなげる。 

①毎月不祥事防止研
修会が実施できた
か。 

①私費会計が適正に
処 理 さ れ て い る
か。 

②避難訓練を計画的
に実施し身を守る
安全意識が向上し
たか。 

③Teams の活用等によ
り、会議時間が削
減 で き た か 。 ま
た、業務の効率化
が図れたか。  

①全職員で毎月

不祥事防止研

修会を実施し

ている。 

②７月に１年生

対象に DIG 訓

練を行った。

職員向け防災

研修を 11 月

に計画中であ

る。 

 

①11 月に私費会計
に関する不祥事
防止研修会を行
う予定である。 

②1 月に全校で避
難訓練を実施予
定である。 

③職員が共有する
情報機器、付属
品の管理体制を
しっかりと行う
仕組みを改善す
る。  

 
  

伝票処理にかかる業務作
業負担を標準化して改善
との記載があり，このよ
うな取り組みも継続して
行っていければよいと思
います。 

①県立学校財務事務調査にお
いて、定時制学校徴収金・
団体徴収金の財務処理調査
において指摘された事項に
ついて改善をした。 

①毎月不祥事防止会議、不祥
事防止研修会を開催し、不
祥事の未然防止に努めた。 

②２回の防災訓練を実施し
た。 

③ICT の本格的活用が５年を
終えて、職員も業務の効率
が上がってきた。 

①引き続き不祥事防止に努め
る。 

②生徒の防災意識を高めてい
く。 

③今後もＩＣＴ活用をすす
め、業務効率化に努めるこ
とで、働き方改革を推進
し、生徒に向き合う時間を
確保する。 

 



 

 


